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【背景と目的】

　入退院センターは、患者の身体的・社会的・

精神的リスクを早期に把握し、スムーズな入退

院を実現する役割があり、患者が入院前に安全

に抗血栓薬等を中止するための介入をしてい

る。薬剤に関するインシデントは年間5件程度

だが、今回、薬剤に関するインシデントを分類

し、今後の対応について検討した。

【取り組み】

　平成25年4月から平成26年9月までの薬剤のイ

ンシデント10件をアセスメントデータベースと

インシデントレポートから情報を分類し、関連

性について検討した。

【結果】

　インシデントの内訳は、「抗血栓薬の見落と

し」2件、「休薬遅れ」1件、「薬剤抜き取り間

違い」1件、「休薬中に内服」2件、「早期休

薬」4件だった。今回は、共通点が多く面談時

の介入が重要な「早期休薬」4件について着目

し検討した。

【考按】

　4件の共通項目は、「80代」「薬の管理者は

本人」「抗血栓薬の内服理由を理解している」

「理解力のアセスメントが良好」の４項目で

あった。看護師は、患者が薬剤の内服理由と効

能を表現し、薬の判別が可能なことで理解力良

好と判断したが、それは早期休薬のリスクを理

解していることにはつながらず、看護師のアセ

スメントが不足していた。患者は、高齢で手術

を受けること自体への不安と、休薬のリスクよ

りも抗血栓薬により出血しやすいと認識してい

るため、自己判断で早期休薬に至ったと推測す

る。患者に抗血栓薬の重要性の認識を確認し、

出血についての不安など思いを引き出すことが

大切であり、その上で抗血栓薬を休薬日まで継

続する必要性を理解できる介入が重要である。

薬剤の調整は自己判断せず、処方医や入退院セ

ンターへ相談するなど、具体的な方法を事前に

提示することも必要と考える。高齢で薬剤を自

己管理できることは大切だが、入院・手術・薬

剤の休薬など通常とは異なる状況での薬剤管理

を共に考え、状況により家族の協力を得るよう

促す必要がある。薬剤管理に対する認識が医療

者と家族で異なる場合があり、家族へは危険回

避のために注意すべきことをイメージできるよ

うに、具体的な方法を掲示し説明することが重

要である。
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